
　

市
内
で
４
人
の
方
が
百
歳
を
迎
え
、
記
念
の
お
祝

い
を
さ
れ
ま
し
た
。
足
腰
も
元
気
で
、
週
に
３
日
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
若
田
さ

ん
。
花
を
育
て
る
こ
と
が
好
き
で
、
穏
や
か
な
日
々

を
過
ご
さ
れ
て
い
る
林
さ
ん
。
耳
も
よ
く
聞
こ
え
会

話
も
楽
し
ん
で
い
る
青
木
さ
ん
。
巨
人
フ
ァ
ン
で
、

球
場
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
と
い
う
金
平
さ
ん
。
皆

さ
ん
の
共
通
点
は
、
食
生
活
に
気
を
付
け
る
と
い
う

こ
と
や
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

市内で百歳のお祝い続々市内で百歳のお祝い続 と々と
　ご長寿おめでとうございまご長寿おめでとうございますす

Maniwa ３２

青木しな子さん（組）
大正４年１０月１５日生まれ

若田萬壽さん（落合垂水）
大正４年１０月８日生まれ

金平きぬゑさん（大庭）
大正４年１０月１８日生まれ

林君枝さん（曲り ）
大正４年１０月１５日生まれ

　

９
月　

日
、
海
の
市
・
山
の
市
２
０
１
５
真
庭
が

２７

三
木
ヶ
原
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約

３
万
６
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。　

回
目
の
開
催
と

２０

な
る
今
年
は
、
近
畿
地
方
を
含
む
９
府
県
か
ら
過
去

最
多
の
１
１
６
団
体
が
出
店
。
各
地
の
名
物
や
ひ
る

ぜ
ん
焼
そ
ば
な
ど
の
ご
当
地
グ
ル
メ
に
来
場
者
は
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
蒜

山
出
身
の
泉
彩
世
子
さ
ん
の
蒜
山
初
凱
旋
ラ
イ
ブ

や
、
川
上
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
大
宮
踊
な
ど
も
行

わ
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

各地の特産品を手にした
来場者でにぎわう会場

高知のカツオのたたきを豪快
にあぶる出店者

おかげさまおかげさまでで２０２０周年周年
　海の市・山の海の市・山の市市２０１５２０１５真庭真庭

ジャージー牛と触れ合う子ど
もたち

 ２０周年記念行事と し て大宮踊を披露
する川上小学校の児童



まちの話題

このコーナーは、皆さんや振興局から寄せられた情報で作成していきます

　

勝
山
町
並
み
・
体
験
ク
ラ
フ
ト
市
が　
１０

月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
、
勝
山
町
並
み

保
存
地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。
３
回
目
の

今
回
は
ガ
ラ
ス
細
工
や
木
工
、
醤
油
搾
り
、

染
め
物
な
ど　

を
超
え
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ

３０

ム
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
作
家
や
職
人
に
教
わ

っ
て
、
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
。
ク
ラ
フ
ト

市
は
作
家
や
職
人
と
の
交
流
も
目
的
の
一

つ
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
作
家
と
の
会
話

も
楽
し
み
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
の
魅
力

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

箸作りを体験する参加者

も
の
づ
く
り
を
楽
し
も
う

勝
山
町
並
み
・
体
験
ク
ラ
フ
ト
市

　

木
山
寺
・
木
山
神
社
の
宝
物
と
そ
の
歴

史
展
が　

月
９
日
か
ら　

日
ま
で
、
木
山

１０

１１

寺
で
開
か
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
神
仏
習
合

の
木
山
宮
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
２
つ

の
寺
社
に
伝
わ
る
貴
重
な
史
料
を
、
開
創

１
２
０
０
年
を
記
念
し
て
公
開
。
会
場
に

は
、
建
物
の
由
緒
や
建
築
年
月
日
を
記
し

た
棟
札
、
戦
国
時
代
の
古
文
書
、
奥
宮
拝

所
造
営
の
際
に
発
見
さ
れ
た
神
像
な
ど
１

１
８
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
木
山
の
歴
史
の
奥
深
さ
を
物
語

る
史
料
を
熱
心
に
見
て
回
り
ま
し
た
。

歴
史
語
る
１
１
８
点
を
展
示

木
山
寺
・
木
山
神
社
の
宝
物
と
そ
の
歴
史
展

展示された貴重な史料に見入る来場者

 ３３ Maniwa

ツー リ ングで地域資源の掘り起こ し

国道３１３号沿線地域の歴史
や文化、観光資源などを発

信するロマンチックツーリ

ング２０１５が開催されまし
た。蒜山高原センターを発

着点に、北房で折り返す約

 １４０㎞ を走行し、参加者同

士交流を深めました。

１０/４

高校生がゆかりの肖像画を奉納

真庭高校の美術部と書道部

の生徒が、学問の神様とし

て知られる菅原道真公の肖

像画を箸立天満宮に奉納し

ました。道真公に縁が深い

同天満宮からの依頼を受

け、今年４月から制作を進
めていました。

１０/１０

牛の成長具合を競う

岡山県畜産共進会が草加部

の全農岡山県本部総合家畜

市場で開かれ、和牛と乳牛

の部に計１３５頭が出品され
ました。審査員が発育状況

や体の輪郭の鮮明さなどを

見て、部門別に最も優れた

牛を決めていきました。

１０/１１

勝山ゆかりの文豪に思いを馳せて

勝山郷土資料館前に建立さ

れた石碑「文豪谷崎潤一郎

疎開の地」の除幕式が行わ

れました。勝山観光協会３０
周年記念事業として行われ

たもので、館内では１２月２５
日まで企画展も開催されて

います。

１０/１４

秋晴れの高原を駆け抜ける

第３４回蒜山高原マラソン全
国大会が、蒜山高原スポー

ツ公園をスタート・ゴールに

開催されました。市内外か ら 

約 ２， ５００人の選手が参加 し、
爽やかな秋風に吹かれなが

ら、高原を駆け抜けていま

した。

１０/１８



Maniwa ３４

　

第
９
回
全
国
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が　

月　

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

１０

２０

催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
を
『
清
流
が
紡

ぐ
人
と
人
〜
農
山
村
と
都
市
の
共
生
を
目

指
し
て
〜
』
と
し
、
旭
川
水
系
上
流
に
あ

る
中
和
小
学
校
と
下
流
域
の
岡
山
市
に
あ

る
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
か
ら
の
生
中

継
映
像
で
開
幕
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
明

治
大
学
農
学
部
の
小
田
切
徳
美
教
授
が

「
見
え
て
き
た
！
農
山
村
再
生
」
と
題
し
て

講
演
。
引
き
続
き
小
田
切
教
授
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
人
や
も
の
と
い
っ
た
地

域
資
源
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
パ
ネ

リ
ス
ト
を
迎
え
、
そ
の
活
動
を
紹
介
し
な

が
ら
農
山
村
再
生
や
都
市
と
の
交
流
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
は
全
国
か
ら
約
６
５
０
人
が
参
加

し
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
開
か

れ
た
交
流
会
で
は
、
真
庭
で
採
れ
た
食
材

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
地
酒
を
用
意
し
、

参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

配
膳
ボ
ー
イ
ズ
が
テ
ー
マ
曲
「
あ
な
た
に

よ
そ
い
た
く
て
」
を
、
湯
原
温
泉
旅
館
の

女
将
さ
ん
会
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
会
が
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
を
披
露
。
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
会
場
で
は
、
参
加
者
同
士
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

真
庭
市
で
全
国
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

真
庭
市
で
全
国
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催催

全
国
か
ら

全
国
か
ら
約約
６
５
０

６
５
０
人
が
参
加

人
が
参
加

地域資源の活用などについて議論を交わしたパネルディスカッション

可能性は真庭にある!
農山村再生を全国に向け発信

オープニングの生中継で子ど
もたちの活動を聞く、太田市長
（右）と大森雅夫岡山市長（左）

　講師の小田切教授は、都市

との交流から生まれる新た

な価値の発見や、人による集

落支援の効果などを強調。

また、真庭市の事例などを挙

げ、「大小の里山資本主義が

補完し合うことが鍵」「農山

村再生は見えている」などと

述べられました。

基調講演



 ３５ Maniwa

真庭バイオマス発電㈱

中島浩一郎 代表取締役

（一社）アシタカ

赤木直人 代表理事

ＮＰＯ法人 タブラ ラサ

河上直美 理事長

太田　昇 真庭市長

パネルデ ィ ス カ ッション

オプ ショナ ルツアー
１０月２１日にはオプショナル
ツアーを実施。参加者は全４
コースに分かれ、真庭のさま

ざまな地域資源活用の取り

組みを体感しました。

生ごみから作った液肥で栽培す
る野菜の圃場を見学

アシタカが商品化しているクロモ
ジの葉っぱをかじる参加者

全国水源の里連絡協議会
過疎や高齢化が進む農山村の

活性化を主な目的に、平成19年

に立ち上がった協議会。現在約

170の自治体が参加しており、

真庭市も当初から参画してい

ます。シンポジウムは毎年開催

され、水源の里の生き方の誇り

や活性化への提案などを全国

に発信しています。今回、岡山

県では初開催。

講演に聞き入る参加者

真庭ならではの料理が並んだ交流会では
生産者自らがおもてなし

フォトコンテストでは真庭市在住の
小谷佳嗣さんがグランプリを受賞

大会アピールを発表する
竹原茂三真庭市議会議長

会場受付で全国からのお客さまをお出迎えする
真庭市キャラクターのまにぞう

　中島代表取締役はバイオマス発電事業、

赤木代表理事は中和地区で取り組む薪の

生産などを紹介し、それぞれの立場で里山

資源の活用を発表。また、河上理事長は岡

山市の西川を中心に展開しているにぎわい

創出について話をされました。これらの活

動に行政の視点を加えながら、都市との交

流、農山村の再生について意見を交換。コ

ーディネーターの小田切教授が「このシン

ポジウムで農山村再生の可能性は見えた」

と締めく く り ました。



Maniwa ３６
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吹
き
出
す
汗
、
一
向
に
減
ら
な
い
泥

…
、
ま
さ
に
悪
戦
苦
闘
。
９
月　

日
に

２７

行
わ
れ
た
ほ
た
る
公
園
の
池
掃
除
の
様

子
を
撮
っ
た
の
が　

助
の
写
真
で
す
。

２９

ほ
ぼ　

年
ぶ
り
の
掃
除
と
い
う
こ
と

１０

で
、
相
当
な
量
の
泥
で
し
た
。
実
は 

私
、　

年
前
に
掃
除
し
た
者
の
う
ち
の

１０

一
人
。
当
時
を
知
る
人
に
「
今
日
は
池

入
ら
ん
の
？
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し

た
。
す
い
ま
せ
ん
、
入
れ
ま
せ
ん
。
さ

す
が
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
は
…
。 

江
崎

　

百
歳
の
お
祝
い
に
同
行
し
て
、
若
田

萬
壽
さ
ん
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
度
肝
を
抜
か
れ
た
こ
と
が
。

急
な
階
段
を
い
と
も
簡
単
に
登
っ
て
い

く
若
田
さ
ん
。
百
歳
と
は
思
え
な
い
足

取
り
に
、
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
で
も
週
に
３
日
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
も
ビ
ッ
ク
リ
。
健
康
で
百
歳
を
迎
え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
す
ご

い
と
思
い
ま
す
。 

 

横
山

真庭市制施行１０周年記念

　

秋
も
深
ま
り
、
市
内
の
各
地
で
紅
葉
が
見

ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
秋
、
紅
葉
め
ぐ
り

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
少
し
だ
け
で
す

が
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

真
庭
の
色
づ
く
秋

徳山神社

美甘渓谷

神代の四季桜

福田神社

神庭の滝

木山神社


